













　第 13 回 2014 年 6 月 3日（火）
　　報告　　金子尚弘（発達臨床学科）
　　テーマ　マウスが教えてくれること


































































　活動量 , 運動機能 , 知覚 , 学習記憶を測定する　
種々の実験装置をスライドで紹介。
24 時間連続実験
　現在金子氏がトライ中の実験方法。実験者が動
物に干渉しないで，動物の行動を観察する方法
を考えている。カメラの設置はしているが，え
さはどうするか，自分で体重計に乗るように訓
練できないか，等々。実験装置を考案するのが
面白く , 動物飼育実験室での挑戦はまだまだ続
く。
　明確な成果はなかなかあげられないが，標準と
なるデータを蓄積し，“ふつう”をしめすもの
をできるだけたくさん集めることも学問的貢献
であると考えている。
（松本）
第 14回　小松報告：「遊び心」をはぐくむ保育・
子育て　～白梅幼稚園の実践をもとに
　今回の研究発表は，小松，金田（元教員），松本，
髙田，山路千華（元教員）各氏と白梅幼稚園の共
同研究の内容について，その一端を紹介したもの
であり，現在，白梅で行われている保育・教育に
関する研究として非常に興味深いものであった。
また，子ども学部が始まり，短期大学時代から比
べると多様な研究分野の教員が加わることによっ
て，ともすれば見落としがちになる「白梅の保育」
が大切にしてきたことをあらためて認識すること
ができる研究会でもあった。
　具体的な研究対象としては「遊び心」が取り上
げられた。単に「遊ぶ」だけではなく，「遊び心」
をはぐくむことが，その後にどのような影響を与
えているのか考察し，同時に，大人になって，い
つの間にか忘れている「遊び心」が，子育てや生
活場面において，とても大切なものであることを
示してくれる内容となっていた。
　白梅幼稚園の卒園生が親となり，その子を白梅
幼稚園に入園させている人を対象にした聞き取り
調査からは，「幼稚園では遊んだ思い出しか残っ
ていない」，「みんなと一緒にと強要されたことが
なく，ありがたい」といったものがあげられた。
また，母親が入院していたとき，父が作ってくれ
た弁当に白いご飯にタラコが一つだけだったのを
見て，「俺の弁当はこいのぼりだ」と発言し，自
分なりに楽しんで受け止めた経験，そしてそれに
対して先生も周りの子もその遊び心に乗ってく
れたという経験が紹介された。そういう園だから
我が子も入れたいと思ったとのことである。幼児
期に遊び心がはぐくまれた経験が，大人になって
も大切な記憶として残っていることが分かるエピ
ソードだ。
　実践の観察記録から，「遊び心が育つ」保育場
面とは，指示やうながしを行う保育者の側に「遊
び心」があることを見出している。たとえば，わ
らべ歌を使って靴の片づけをうながす「歌いか
け」に対して，歌い返した子どもの反応を遊び心
で受けとめる保育者の姿，遊びに入りたいと思っ
ていろいろと働きかける子どもを「ジュース屋さ
んになって届けてくれたよ」と見たてて，遊びの
発展として遊びの輪の中に入れてあげる姿，なぞ
かけ風に「めちゃめちゃはやった？」と問い掛け，
子どもに色々なものを探しに行かせる姿，お弁当
の時間になっても虫さがしに夢中になっている子
どもたちが自分で区切りをつけるまでその遊びを
保証する姿などが取り上げられた。
　同窓会で集まった子どもと保護者へのアンケー
トからは，遊びを中心とした幼稚園時代の経験
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が，今の生活にどのようにつながっているのかを
検討することによって，「遊び心」を持ちながら，
現在の小学校の学習を楽しむ様子や，親自身が遊
びを大切にする姿勢が身についたことが見出され
ていた。子どもたちには，ひとりひとりの思いが
尊重され，多様な遊びがとことん保証されたとい
う記憶が残っていた。「やりたいことを十分にの
びのびとやらせてもらえてよかったと本人が懐か
しがっています」という親の記述もある。多くの
子はプレイデイの記憶が一番残っている思い出で
あったが，このときの遊びは，プレイデイが終わっ
た後も園の生活の中では続けられ，発展させられ
ていた。その経験を通し，小学校に入っても，習っ
たことを自分なりに発展させたり，工夫を加えた
りする姿が見出された。親の言葉の中には，「地
味だと思うこともあったが，子どもが主体である
べきだという思いに変わった」というものがあっ
た。単純に遊んでいるようにみえるが，そこから
様々なことを工夫し，発展させる力が自然と身に
ついていることが示される例と言えるだろう。
　こうして，幼稚園で「遊び心」がはぐくまれる
ことが，後の子どもたちの生活ばかりでなく，親
を中心として子どもを取り巻く大人たちにも，生
きることを楽しむ力の大切さを気づかせてくれる
ことが示されることによって，単に「遊ぶ」こと
の大切さを知識として受けとめるのではなく，生
活の中に取り入れていけるようになることが大切
であることを学ぶ研究会のひとときであった。
（多喜乃）
第１５回　中島報告「ドライサー研究――短編小
説の手法と内容」
　中島氏は，言語表象と人間への興味から「文学
とは何か」に，アメリカという人工国家の地理・
歴史・政治への関心から「アメリカとは何か」に
関心が向き，アメリカ文学研究にはいった。その
背景には，幼少期からの地図マニアで，地図をみ
て現実の地形を想像し飽きることがなかったこと
がある。地図という記号から現実を想像する楽し
さが，言語という記号により表象された世界を想
像するリアリズム文学への道につながった。
　批評界においては，20 世紀以降，モダニズム・
構造主義・ポスト構造主義という変遷のなかで，
記号＝内容は自明のものではなく恣意的なもの，
と捉えることが主流になっている。中島氏はしか
し，あくまでも記号（シニフィアン）は内容（シ
ニフィエ）を模倣（ミメーシス）する，と読みた
いとする。
　まず，アメリカ文学の大きな流れをみると，
19 世紀国家建設時代はメルヴィル『白鯨』に代
表されるロマンティシズムの時代であった。19
世紀西部開拓時代は新しい土地を発見しそこにあ
るものを書いていくリアリズム文学であり，マー
ク・トウェイン『ハックルベリ ・ーフィンの冒険』
がある。1890 年フロンティアが消滅する。リア
リズムと関わりの深い自然主義文学は 1890 年代
―1910 年代であり，セオドア・ドライサー『ア
メリカの悲劇』はここに位置づく。1920 年代以
降はモダニズム。第一次大戦を契機に，科学の進
歩が人間の幸せに通じることが信じられなくな
り，文学の転換がうまれる。ヘミングウェイ『老
人と海』に代表されるロスト・ジェネレーション
の作家が活躍。1930 年代は，スタインベッグ『怒
りの葡萄』のようなプロレタリア文学の時代，赤
旗と星条旗が共にあがった珍しい時期であった。
1950 年代以降は，これまで脚光を浴びることの
無かった黒人，女性，ユダヤ人などのアイデンティ
ティ文学の時代である。かつての人種のるつぼか
ら，色々なものが入っているが，それぞれの原型
は保たれているサラダボールへの変化である。
　このような文学の流れに対応し，批評基準はシ
フトしてきた。1930 年代の批評基準はリアリズ
ムであり，ドライサーの評価は高かった。1950
年代以降はニュー・クリティシズムが登場する。
評価基準はモダニズム，作品を世界の反映とみる
のではなく，独立した芸術作品としてみようとす
るもので，ドライサーは批判され，ウイリアム・
フォークナーが脚光を浴びるようになる。絶版と
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なっていたフォークナーの難解な小説が，1950
年ノーベル文学賞を受賞する。
　モダニズムの原理は，複雑な現実は模倣では描
けない，人間の認識のあり方に現実は宿ってい
る，というものである。中島氏は，モダニズムは
アメリカの悪しき現実を隠蔽するものであり，ド
ライサーはアメリカの良いところも悪いところも
描いたアメリカを代表する作家だ，と主張したい
とする。
　ドライサーは，『シスター・キャリー』『アメリ
カの悲劇』など 8編の長編小説を書いている。難
解な文体であり，新批評に嫌われた。中島氏の学
生時代は，これらの長編を読むことで終ったとい
う。
　また，ドライサーは生涯 31 編の短編小説を書
いている。しかし，ドライサー研究は長編小説に
集中してきた。中島氏は近年ドライサーの短編に
注目し，現在，『聖コロンバと川』の翻訳・解釈
を試みている。
　自然主義文学は，人間は遺伝と環境によって決
定されるとする環境決定論を文学に応用したもの
である。そこでは多くは三人称の語りが採用され
る（全知の語り）。これに対し，モダニズムでは
一人称の語りが増える。ドライサーは，ヘンリ ・ー
ジェイムズが編み出した心理的リアリズムの手法
を語りにいれこもうと「自由間接話法」の手法を
試みている。
　自由間接話法とは三人称の語りの中にありなが
ら登場人物の意識をまるで一人称の語りのように
語る手法である。ドライサーは短編小説の中で自
然主義特有の三人称全知語りと自由間接話法の融
合を試みながら，自然主義における効果的な語り
の手法を探究していた。
（松本）
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